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附
則 

 

世
界
唯
一
の
原
子
爆
弾
の
被
爆
国
で
も
あ
る
我
が
国
は
、
昭
和
三
十
年
の
原
子
力
基
本
法
の
制
定
以
来
、
原
子
力
の
平
和
利

用
の
名
の
下
、
原
子
力
発
電
を
推
進
し
て
き
た
。
原
子
力
発
電
に
は
、
安
全
性
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
使
用
済
燃
料
及
び
放
射

性
廃
棄
物
の
処
分
の
問
題
や
常
に
被
曝ば

く

の
危
険
を
伴
う
労
働
者
の
問
題
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、



 

  
 

二

発
電
に
要
す
る
経
費
が
安
価
で
あ
る
、
二
酸
化
炭
素
を
発
生
さ
せ
な
い
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
限
に
得

ら
れ
る
等
の
主
張
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
か
ら
国
民
の
目
を
そ
ら
し
、
殊
更
に
強
調
さ
れ
た
原
子
力
発
電
の
安
全
性
は
、
日
本
の

原
子
力
発
電
所
で
事
故
は
発
生
し
な
い
と
の
「
安
全
神
話
」
を
生
み
出
し
た
。 

 

し
か
し
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
は
、
原
子
力
発
電
に
依
存
す
る
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
な
変
革
を
迫
る
も
の
と
な
っ
た
。
当
該
事
故

に
よ
る
原
子
力
災
害
に
よ
り
多
数
の
住
民
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
お
そ
れ
に
起
因
し
て
住
民

の
健
康
上
の
不
安
も
生
じ
て
い
る
。
今
や
「
安
全
神
話
」
は
崩
壊
し
、
原
子
力
発
電
は
人
類
に
と
っ
て
完
全
に
制
御
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
の
認
識
が
広
が
っ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
現
実
に
直
面
し
た
今
日
、
我
々
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
原
子
力
政
策
が
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、
国
に
協
力
し

て
日
本
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
を
支
え
て
き
た
原
子
力
発
電
施
設
等
の
立
地
地
域
の
経
済
の
自
立
を
目
指
す
新
た
な
取
組
を
支

援
し
つ
つ
、
速
や
か
に
全
て
の
発
電
用
原
子
炉
等
を
停
止
し
、
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
電
気
の
需
要
量
の
削
減
及
び
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
量
の
増
加
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
構
造
を
転
換
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
責
務
が
あ

る
。 



 

  
 

三

 
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
実
現
は
、
未
来
へ
の
希
望
で
あ
る
。
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
こ
と
に

よ
り
、
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
新
し
い
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
原
発
輸
出
に
代
わ
る
新
た
な
輸
出
産
業

を
創
出
し
、
世
界
の
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
先
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
実
現
に
よ
る

低
炭
素
化
の
促
進
は
、
地
球
規
模
の
緊
急
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
問
題
の
解
決
に
資
す
る
も
の
と
な
る
。 

 

こ
こ
に
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
。 

 
 

 

第
一
章 

総
則 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
に
関
し
、
基
本
的
な
理
念
及
び
方
針
を
定

め
、
国
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
定
め
る
と

と
も
に
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実

現
す
る
た
め
の
改
革
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
」
と
は
、
全
て
の
発
電
用
原
子
炉
等
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、



 

  
 

四

電
気
の
需
要
量
の
削
減
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
量
の
増
加
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
構
造
を
転
換
す
る

こ
と
を
い
う
。 

２ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
発
電
用
原
子
炉
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。 

 

一 

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
二
条
第

五
項
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉 

 

二 

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す

る
高
速
増
殖
炉
の
実
験
炉 

３ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
」
と
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（
太
陽
光
、
風
力
そ
の
他
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
う
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
永
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
変
換
し
て
得
ら
れ
る
電
気
を
い
う
。 

 

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と

す
る
。 



 

  
 

五

 
一 

電
気
の
安
定
供
給
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
全
て
の
発
電
用
原
子
炉
等
が
速
や
か
に
停
止
さ
れ
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
に

廃
止
さ
れ
る
こ
と
。 

 

二 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
よ
り
、
電
気
の
需
要
量
を
削
減
す
る
こ
と
。 

 

三 

自
然
環
境
の
保
全
と
の
調
和
に
配
慮
し
つ
つ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
。 

 

（
国
の
責
務
） 

第
四
条 

国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
（
次
条
に
お
い
て
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
原
子
力
政
策
を

推
進
し
て
き
た
こ
と
に
伴
う
国
の
社
会
的
な
責
任
を
踏
ま
え
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
を

推
進
す
る
責
務
を
有
す
る
。 

２ 

国
は
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
に
当
た
っ
て
生
じ
得
る
発
電
用
原
子
炉
等
の
設
置
者
等

の
損
失
に
適
切
に
対
処
す
る
責
務
を
有
す
る
。 

３ 

国
は
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
原
子
力
発
電
施
設
等
の

立
地
地
域
の
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
地
方
公
共
団
体
及
び
発
電
用
原
子
炉
等
の
設
置
者
等
の
責
務
） 



 

  
 

六

第
五
条 

地
方
公
共
団
体
及
び
発
電
用
原
子
炉
等
の
設
置
者
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
国
に
よ
る
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
の
推
進
に
協
力
す
る
責
務
を
有
す
る
。 

 

（
法
制
上
の
措
置
等
） 

第
六
条 

政
府
は
、
第
三
章
に
定
め
る
基
本
方
針
に
基
づ
く
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
法
制
上
、
財
政
上
、
税
制
上
又
は

金
融
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
に
定
め
る
基
本
方
針
に
基
づ

く
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
法
制
上
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
二
年
以
内
を
目
途
と
し
て
講
ず
る
も

の
と
す
る
。 

 

（
年
次
報
告
） 

第
七
条 

政
府
は
、
毎
年
、
国
会
に
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
に
関
す
る
施
策
の
実
施
の
状

況
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

第
二
章 

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
に
関
す
る
目
標 

第
八
条 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
以
内
に
、
全
て
の
発
電
用
原
子
炉
等
の
運
転
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
を
目
標
と
す

る
も
の
と
す
る
。 



 

  
 

七

２ 

政
府
は
、
一
年
間
に
お
け
る
電
気
の
需
要
量
に
つ
い
て
、
平
成
四
十
二
年
ま
で
に
平
成
二
十
二
年
の
一
年
間
に
お
け
る
電

気
の
需
要
量
か
ら
そ
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
量
以
上
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

政
府
は
、
平
成
四
十
二
年
ま
で
に
一
年
間
に
お
け
る
電
気
の
供
給
量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
割
合
を
百

分
の
四
十
以
上
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
三
章 

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
の
基
本
方
針 

 

（
全
て
の
発
電
用
原
子
炉
等
の
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
廃
止
） 

第
九
条 

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
原
子
力
政
策
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
に
伴
う
国
の
社
会
的
な
責
任
を
踏
ま
え
、
全
て
の
発
電
用

原
子
炉
等
が
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
廃
止
さ
れ
る
よ
う
、
発
電
用
原
子
炉
等
の
廃
止
並
び
に
使
用
済
燃
料
及
び
放
射
性
廃
棄

物
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
国
の
関
与
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

政
府
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
全
て
の
発
電
用
原
子
炉
等
の
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
廃
止
の
た
め
に
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

発
電
用
原
子
炉
等
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
延
長
を
認
め
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 



 

  
 

八

 
二 

発
電
用
原
子
炉
等
の
設
置
の
許
可
及
び
増
設
を
伴
う
変
更
の
許
可
を
新
た
に
与
え
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

三 
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
は
行
わ
な
い
も
の
と
し
、
使
用
済
燃
料
及
び
放
射
性
廃
棄
物
の
管
理
及
び
処
分
は
適
正
な
方
法

に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

四 

電
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
つ
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
等
の
原
子
力
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
利
用
へ
の
転
換
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

五 

発
電
用
原
子
炉
等
を
廃
止
し
、
又
は
再
処
理
事
業
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す

る
こ
と
。 

 

六 

原
子
力
発
電
施
設
等
の
立
地
地
域
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
創
出
及
び
地
域
経
済
の
健
全
な
発
展
を
図
る
も
の
と
す
る
こ

と
。 

 

（
電
気
の
需
要
量
の
削
減
） 

第
十
条 

政
府
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電
気
の
需
要
量
の
削
減
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

国
等
に
よ
る
そ
の
設
置
す
る
施
設
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

事
業
者
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
の
円
滑
な
実
施
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 



 

  
 

九

 
三 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
更
な
る
向
上
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

四 
熱
に
つ
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
及
び
廃
熱
の
利
用
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

五 

国
内
の
地
域
に
存
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
か
ら
得
ら
れ
、
又
は
製
造
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
そ
の
得
ら
れ
た
地
域
に
お
け

る
利
用
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
量
の
増
加
） 

第
十
一
条 

政
府
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
量
の
増
加
の
た
め
に
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

国
等
に
よ
る
そ
の
設
置
す
る
施
設
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

電
気
に
つ
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
の
拡
大
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

三 

送
電
に
係
る
事
業
と
配
電
に
係
る
事
業
の
分
離
、
電
力
系
統
の
適
正
化
等
に
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給

を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

四 

地
域
の
住
民
又
は
小
規
模
の
事
業
者
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
又
は
供
給
に
係
る
自
発
的
な
協
同
組
織
の

発
達
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 



 

  
 

一
〇

 
（
研
究
開
発
の
推
進
等
） 

第
十
二
条 

政
府
は
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
発
電
用
原
子
炉
等
の
廃

止
に
関
す
る
研
究
開
発
そ
の
他
の
先
端
的
な
研
究
開
発
の
推
進
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
、
研
究
者
の
養
成
そ
の
他
の
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
四
章 

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
計
画 

第
十
三
条 

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
本
部
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
一
年
を
目
途
と
し
て
、
前
章
に
定
め
る

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
の
推
進
に
関
す
る
計
画
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
五
条
第
一
号
に
お
い
て
「
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
改
革
推
進
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

全
て
の
発
電
用
原
子
炉
等
の
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
廃
止
に
関
す
る
事
項 

 

二 

電
気
の
需
要
量
の
削
減
に
関
す
る
事
項 

 

三 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
量
の
増
加
に
関
す
る
事
項 



 

  
 

一
一

 
四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
の
推
進
の
た
め
に
講
ず
べ

き
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
事
項 

３ 

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
本
部
は
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、

こ
れ
を
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
計
画
を
国

会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
要
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

前
二
項
の
規
定
は
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 

 

第
五
章 

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
本
部 

 

（
設
置
） 

第
十
四
条 

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
を
総
合
的
か
つ
集
中
的
に
推
進
す
る
た
め
、
内
閣
に
、

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
本
部
（
以
下
「
本
部
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。 

 

（
所
掌
事
務
） 

第
十
五
条 

本
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 



 

  
 

一
二

 
一 

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
計
画
を
策
定
し
、
及
び
そ
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と
。 

 

二 
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
に
関
す
る
施
策
で
あ
っ
て
基

本
的
か
つ
総
合
的
な
も
の
の
企
画
に
関
し
て
審
議
し
、
及
び
そ
の
施
策
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と
。 

 

（
組
織
） 

第
十
六
条 

本
部
は
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
本
部
長
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
副
本
部

長
及
び
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
本
部
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

 

（
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
本
部
長
） 

第
十
七
条 

本
部
の
長
は
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
本
部
長
（
以
下
「
本
部
長
」
と
い
う
。
）
と
し
、
内
閣

総
理
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る
。 

２ 

本
部
長
は
、
本
部
の
事
務
を
総
括
し
、
所
部
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 

（
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
副
本
部
長
） 

第
十
八
条 

本
部
に
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
副
本
部
長
（
次
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
副
本
部
長
」

と
い
う
。
）
を
置
き
、
国
務
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る
。 



 

  
 

一
三

２ 

副
本
部
長
は
、
本
部
長
の
職
務
を
助
け
る
。 

 

（
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
本
部
員
） 

第
十
九
条 
本
部
に
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
本
部
員
（
次
項
に
お
い
て
「
本
部
員
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。 

２ 

本
部
員
は
、
本
部
長
及
び
副
本
部
長
以
外
の
国
務
大
臣
の
う
ち
か
ら
、内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。 

 

（
資
料
の
提
出
そ
の
他
の
協
力
） 

第
二
十
条 

本
部
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体

及
び
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法

人
を
い
う
。
）
の
長
並
び
に
特
殊
法
人
（
特
別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
っ
て
、

総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
第
九
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
い
う
。
）
、

認
可
法
人
（
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
設
立
に
関
し
行
政
官
庁
の
認
可
を
要
す
る
法
人
を
い
う
。
）
及

び
電
気
事
業
者
（
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
電
気
事
業
者

を
い
う
。
）
の
代
表
者
に
対
し
て
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

本
部
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
に
対



 

  
 

一
四

し
て
も
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
事
務
局
） 

第
二
十
一
条 
本
部
に
、
そ
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
事
務
局
を
置
く
。 

２ 

事
務
局
に
、
事
務
局
長
そ
の
他
の
職
員
を
置
く
。 

３ 

事
務
局
長
は
、
本
部
長
の
命
を
受
け
、
局
務
を
掌
理
す
る
。 

 

（
主
任
の
大
臣
） 

第
二
十
二
条 

本
部
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
に
い
う
主
任
の
大
臣
は
、
内
閣
総

理
大
臣
と
す
る
。 

 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
二
十
三
条 

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
部
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

 
 

 

第
六
章 

雑
則 

 

（
国
民
の
理
解
を
深
め
る
等
の
た
め
の
措
置
） 

第
二
十
四
条 

政
府
は
、
教
育
活
動
、
広
報
活
動
等
を
通
じ
て
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
に



 

  
 

一
五

関
し
、
国
民
の
理
解
を
深
め
、
そ
の
協
力
を
得
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
担
う
組
織
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
） 

第
二
十
五
条 
政
府
は
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
担
う
組
織
（
本
部
を
除
く
。
）

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。





 

  
 

一
七

 
 

 
 
 

理 

由 

 

原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
に
関
し
、
基
本
的
な
理
念
及
び
方
針
を
定
め
、
国
等
の
責
務
を
明

ら
か
に
し
、
並
び
に
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
原
発
廃
止
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
改
革
推
進
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
を
総
合

的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


